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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

詳細は16ページ参照！

今月の表紙：‌�東邦システム株式会社

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください
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Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
交野市の電子機器製造業 東邦シ
ステム株式会社　代表取締役 西
田 輝氏（52）。制御設計開発、製造、
自動化ライン製造、プリント基板
設計開発まで、あらゆる電子機器
製造のプロフェッショナルだ。設立
から48年、果敢に事業拡大に取り
組んできた。そんな “ものづくり一
筋” の企業が、３年前、飲食業に
新規参入。ほどなくして、新型コロ
ナウイルスの感染拡大に襲われた。
コロナ禍で多くの飲食店が苦境に
立たされる中、新たな挑戦を続け
る西田氏の姿を追う。
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我
が
国
は
か
つ
て
諸
外
国
か
ら
「
黄
金
の

国
ジ
パ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
、
あ
た
か
も
資
源

の
宝
庫
の
よ
う
な
視
線
を
受
け
て
い
た
時
代

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
蓋
を
あ
け
て
み
れ
ば

世
界
の
国
土
は
島
国
日
本
と
比
べ
れ
ば
果
て

し
な
く
広
く
、
我
が
国
が
資
源
大
国（
特
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
）に
な
り
得
る
わ
け
も
な
か
っ

た
。
数
世
紀
に
わ
た
り
現
在
ま
で
、
日
本
は

資
源
小
国
で
あ
る
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
て
久
し
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
そ
ん

な
代
え
が
た
い
状
況
の
中
で
も
、
日
本
政
府

は
し
た
た
か
に
そ
の
勢
力
図
を
塗
り
替
え
よ

う
と
可
能
性
を
常
に
模
索
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
回
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
日
本
か
ら
の

脱
却　
ニ
ュ
ー
エ
ネ
の
未
来 

V
ol.1」
で
は
、

な
ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
で
は
不
都
合
な
の
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
直

近
の
国
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
な
の
か
、

近
未
来
の
新
た
な
可
能
性
・
太
陽
光
発
電
・

洋
上
風
力
発
電
、
北
大
阪
の
地
域
経
済
へ
の

影
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
2
0
2
1
年
の

国
の
成
長
戦
略
に
は
こ
の
新
電
源
に
ま
つ

わ
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
と
っ

て
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
と
な
り
得
る
の
か
。
今

回
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
日
本
か
ら
の
脱
却

ニ
ュ
ー
エ
ネ
の
未
来 

V
ol.2」
で
は
、
も
っ

と
未
来
の
可
能
性
、
そ
し
て
未
来
の
北
大
阪

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
分
野

・
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
い
う
資
源

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
言
え
、
日

本
が
化
石
燃
料
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
恐
ら

く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
安
定
し
た
電
力
を

確
保
す
る
た
め
だ
。
電
力
が
突
如
供
給
さ
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
不
安
定
な
状
況

が
続
け
ば
、
多
く
の
命
が
絶
え
、
産
業
が
分

断
し
、
安
定
し
た
経
済
成
長
な
ど
夢
の
ま
た

夢
だ
か
ら
だ
。
結
局
、
現
在
の
と
こ
ろ
モ
ノ

さ
え
そ
ろ
え
ば
い
つ
で
も
電
力
に
変
換
で
き

る
都
合
の
い
い
方
法
は
化
石
燃
料
由
来
の
発

電
の
他
に
な
い
。

　
我
が
国
で
も
化
石
燃
料
を
自
給
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

カ
ー
ド
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
貿
易
の
交
渉

カ
ー
ド
に
も
な
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
海
洋
大
国
日
本
な
ら
で
は
の
優
位
性

が
光
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
だ
。
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
は
、
天
然
ガ
ス
の
原
料
で

あ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
が
海
底
下
で
氷
状
に
固

ま
っ
て
い
る
物
質
の
こ
と
で
、
火
を
点
け
る

と
燃
え
る
た
め
に
「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
堆
積
物
に
固
着
し
て
海
底
に
大

量
に
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
メ
タ
ン
は
石
油
や

石
炭
に
比
べ
燃
焼
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

が
お
よ
そ
半
分
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
ま
で
は

い
か
な
い
が
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
有

効
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
。

　
2
0
0
8
年
段
階
の
調
査
で
日
本
近
海
は

世
界
有
数
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
埋
蔵
量

を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
本
州
、
四
国
、
九

州
と
い
っ
た
西
日
本
地
方
の
南
側
の
南
海
ト

ラ
フ
に
最
大
の
推
定
埋
蔵
域
を
持
ち
、
北
海

道
周
辺
と
新
潟
県
沖
、
南
西
諸
島
沖
に
も
存

在
す
る
。
ま
た
、
日
本
海
側
に
は
海
底
表
面

に
純
度
が
高
く
塊
の
状
態
で
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
独
立
総
合
研
究
所
、
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
、
海
洋
研
究
開
発

機
構
な
ど
の
調
査
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
新
潟
、
秋
田
、
京
都
な
ど
日
本
海
沿
岸

の
12
府
県
に
よ
る
「
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

開
発
促
進
日
本
海
連
合
」
は
、「
日
本
海
側

で
は
、
一
部
の
地
域
に
お
け
る
学
術
的
な
調

査
の
実
施
に
と
ど
ま
り
、
開
発
に
向
け
た
本

格
的
な
調
査
・
産
出
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
」
と
し
て
、
日
本
海
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
の
開
発
に
向
け
、
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
予
算
の
確
保
を
要
請
。
海

洋
基
本
法
に
合
わ
せ
て
海
洋
政
策
の
指
針
と

す
る
2
0
1
8
年
度
「
海
洋
基
本
計
画
」
を

受
け
て
、
2
0
2
1
年
、
経
済
産
業
省
は

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
7
年
ま
で
の
間
に

民
間
主
導
の
商
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
を
発
表
し
た
。

　
ロ
シ
ア
で
は
、
千
島
列
島
と
北
方
領
土
の

大
陸
棚
に
最
大
で
ガ
ス
87
兆
m3
相
当
の
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
国
立
研
究
機

関
で
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
地

質
学
研
究
所
露
も
ロ
シ
ア
国
営
石
油
大
手

「
ロ
ス
ネ
フ
チ
」
に
開
発
検
討
を
提
案
し
て

い
る
。
中
国
で
は
青
海
地
区
で
3
5
0
億
ト

ン
の
油
に
相
当
す
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

を
確
認
、
ま
た
、
南
シ
ナ
海
に
は
6
8
0
億

ト
ン
相
当
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
3
年
に
は
、
中
国

国
土
資
源
部
が
広
東
沿
海
の
珠
江
口
盆
地
東

部
の
海
域
で
初
め
て
高
純
度
の
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
採
掘
に
成
功
し
た
。
近
年
で
は

1
0
0
0
億
か
ら
1
5
0
0
億
m3
の
天
然

ガ
ス
に
相
当
す
る
資
源
を
確
認
し
て
お
り
、

2
0
3
0
年
の
商
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

資
源
量
は
、
1
9
9
6
年
の
時
点
で
わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
、
天
然
ガ
ス
換
算
で
7
・

35
兆
m3（
日
本
で
消
費
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
の

約
96
年
分
）以
上
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
中

国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
量
の
約
50
倍
に
上
る
。

何
も
問
題
が
な
け
れ
ば
、
日
本
は
と
っ
く
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
国
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

日
本
で
は
1
9
9
0
年
代
よ
り
約
5
0
0
億

円
を
投
じ
、
太
平
洋
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
の
調
査
や
試
掘
を
実
施
し
て
い
る
が
、
未

だ
商
用
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
効

率
の
良
い
採
取
や
回
収
方
法
が
開
発
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
。
つ
ま
り
取
り
出

し
た
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
も
採
取
や
回
収
を
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

方
が
高
く
つ
く
と
い
う
こ
と
だ
。
追
い
風
と

な
る
の
は
、
ま
さ
か
の
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
だ
っ
た
。
大
気
中
の
メ
タ
ン
は
二
酸
化

炭
素
の
20
倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
を
放
置
し

て
お
く
と
、
自
然
融
解
し
た
メ
タ
ン
が
大
気

中
に
解
き
放
た
れ
て
地
球
温
暖
化
を
招
い
て

し
ま
う
、
と
い
う
の
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
得
る
上
で
も
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も

今
後
の
技
術
革
新
を
待
つ
ば
か
り
だ
。

・
世
界
各
国
し
の
ぎ
を
削
る
、
燃
料
電
池
、
水
素

　
2
0
2
1
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府
の

成
長
戦
略
実
行
計
画
の
中
で
、
水
素
は
、
発

電
・
産
業
・
運
輸
な
ど
幅
広
く
活
用
さ
れ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
水
素
は
炭

素
に
比
べ
約
４
倍
の
発
熱
量
で
あ
る
こ
と

と
、
地
球
上
に
豊
富
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら

「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
日
本
政
府
で
は
水
素
を
新
た
な
資
源
と

位
置
付
け
、
自
動
車
用
途
だ
け
で
な
く
幅
広

い
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
巻
き
込
み
、
2
0
3
0
年

に
最
大
3
0
0
万
ト
ン
の
導
入
、
2
0
5
0

年
に
２
、0
0
0
万
ト
ン
程
度
の
供
給
拡
大

を
目
指
す
と
同
時
に
、
2
0
5
0
年
に
化
石

燃
料
に
対
し
て
十
分
な
競
争
力
を
有
す
る
水

準
、
す
な
わ
ち
、
水
素
発
電
コ
ス
ト
を
ガ
ス

火
力
以
下
に
低
減
(水
素
コ
ス
ト
：
20
円
/

N
m3
程
度
以
下
︶す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。
か
な
り
野
心
的
な
目
標
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
国
策
を
受
け
て
、
日

本
企
業
、
特
に
化
石
燃
料
を
生
業
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
手
は
水
素
の
製
造
・
発
電
技
術

の
革
新
に
向
け
て
一
斉
に
動
き
出
し
て
い
る
。

　
2
0
2
2
年
２
月
、
大
阪
ガ
ス
は
鉄
と
水

を
反
応
さ
せ
て
水
素
を
製
造
す
る
技
術
の
実

用
化
に
乗
り
出
す
。
反
応
す
る
際
に
出
る
熱

を
集
め
て
発
電
、
製
造
過
程
で
生
ま
れ
る
高

純
度
の
二
酸
化
炭
素（
C
O
２

）も
販
売
す
る

こ
と
で
、
水
素
の
価
格
を
下
げ
る
。
実
現
す

れ
ば
国
内
初
の
技
術
、
早
け
れ
ば
2
0
3
0

年
の
実
用
化
を
目
指
す
。
国
内
の
主
要
な
石

炭
関
連
企
業
で
つ
く
る
石
炭
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

機
構（
JC
O
A
L）が
持
つ
技
術
を
活
用
し
、

大
阪
市
内
に
あ
る
大
阪
ガ
ス
の
研
究
所
に
実

験
プ
ラ
ン
ト
を
設
け
、
水
素
の
製
造
と
発
電
、

C
O
２
の
回
収
を
同
時
に
行
う
実
験
を
開
始
し

た
。
鉄
鉱
石
な
ど
か
ら
採
れ
る
酸
化
鉄
を
粉

末
に
し
て
高
温
に
し
、
水
を
か
け
て
水
分
子

か
ら
水
素
の
み
を
取
り
出
す
だ
け
で
な
く
、

反
応
に
用
い
た
酸
化
鉄
を
石
炭
や
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
と
混
焼
す
れ
ば
、
純
度
の
高
い
C
O
２

を
回
収
で
き
る
。
純
度
が
高
け
れ
ば
C
O
２
は

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
や
炭
酸
飲
料
の
ガ
ス
と
し
て

食
品
工
場
や
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
販
売
で

き
る
。
さ
ら
に
、
燃
や
し
た
と
き
な
ど
に
生

じ
る
最
大
9
0
0
度
の
熱
を
集
め
て
、
発
電

用
の
タ
ー
ビ
ン
ま
で
回
す
。
C
O
２

や
電
気

も
製
品
化
し
て
ま
で
、
全
体
と
し
て
の
水
素

の
生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
大
阪
ガ
ス
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
手

掛
け
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
自
社
で

仕
入
れ
ら
れ
る
の
も
強
み
だ
。
水
素
の
販
売

先
と
し
て
は
、
電
気
や
ガ
ス
を
提
供
し
て
い

る
既
存
の
顧
客
を
想
定
す
る
。
こ
う
す
る
こ

と
で
下
請
け
や
販
売
先
を
始
め
と
し
た
既
存

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
守
る
こ
と
に
繋
が

る
。
い
い
意
味
で
い
か
に
も
日
本
ら
し
い
。

　
関
西
電
力
は
2
0
2
1
年
８
月
、
水
素
を

燃
や
し
て
電
気
を
作
る
水
素
発
電
の
事
業
化

を
検
討
す
る
こ
と
を
発
表
。
既
存
の
ガ
ス
火

力
発
電
所
を
使
っ
て
今
年
度
か
ら
研
究
開
発

を
始
め
、
2
0
2
7
年
度
以
降
の
商
用
化
を

目
指
す
。
ガ
ス
火
力
発
電
所
で
は
現
在
、
天

然
ガ
ス
を
燃
や
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ

て
い
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い

る
こ
と
は
皆
様
ご
存
じ
の
通
り
。
燃
料
を
水

素
に
す
れ
ば
発
生
す
る
の
は
二
酸
化
炭
素
で

は
な
く
、
水
だ
け
だ
。
具
体
的
に
は
、
天
然

ガ
ス
と
水
素
を
合
わ
せ
て
燃
や
す
「
混
焼
」

の
ほ
か
、
水
素
だ
け
を
燃
や
す
「
専
焼
」
と

い
う
方
法
論
や
水
素
調
達
網
や
事
業
費
、
出

力
な
ど
事
業
化
に
向
け
た
実
現
可
能
性
を
６

エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国

　

日
本
か
ら
の
脱
却

- 
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
編 -
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Feature

年
か
け
て
検
証
す
る
。
水
素
の
調
達
方
法
で

課
題
と
な
る
の
が
コ
ス
ト
面
だ
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
つ
く
ら
れ
る
「
グ
リ
ー
ン

水
素
」
に
比
べ
、
製
造
時
に
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
「
グ
レ
ー
水
素
」
の
方
が
今
の
と

こ
ろ
安
価
で
安
定
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
水

素
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
製
造
方
法
の
研
究
も

急
務
と
い
う
こ
と
だ
。
同
社
の
水
素
事
業
戦

略
室
で
は
「
発
電
に
は
大
量
の
水
素
が
必
要
。

ま
ず
は
調
達
網
の
確
保
を
優
先
的
に
考
え
た

い
」
と
地
盤
を
固
め
る
構
え
だ
。
こ
の
事
業

は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構（
N
ED
O
）の
基
金
事
業
に
採
択
さ
れ
て

お
り
、
事
業
規
模
は
約
1
6
0
億
円
。
ほ
か

に
も
東
京
、
中
部
両
電
力
の
火
力
部
門
を

統
合
し
た
発
電
会
社
JERA
が
水
素
の
混
焼
、

石
油
元
売
り
大
手
の
EN
EO
Sが
専
焼
の
実

証
を
行
う
。

　
そ
し
て
な
ん
と
、
こ
の
北
大
阪
に
も
水
素

を
製
造
す
る
企
業
が
あ
る
。
当
所
議
員
の
エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
は
、
水
素
を
製
造
・

供
給
し
て
い
る
産
業
ガ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
水
素
の
製
造
、
貯
蔵
、
運
搬
か
ら
使
用

方
法
に
至
る
ま
で
の
豊
富
な
知
見
と
技
術
を

有
し
て
い
る
。
長
年
の
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
自
治
体
と
連
携
を
行
い
な
が
ら
、

F
C
V（
燃
料
電
池
自
動
車
）の
普
及
促
進
に

関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

札
幌
市
と
室
蘭
市
で
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
計
・
製
作
と
運
用
を
行
う
。
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
F
C
V
に
水
素
を
充
填
す
る
施

設
で
、
ガ
ソ
リ
ン
車
で
言
う
「
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
」。
ど
ち
ら
の
施
設
も
、
水
素
を
充

填
す
る
機
能
を
有
す
る
設
備
を
40
フ
ィ
ー
ト

コ
ン
テ
ナ
内
に
搭
載
し
た
移
動
可
能
な
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
１
回
あ
た
り
の
充
填
時

間
は
約
３
分
、
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
際
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　
同
社
で
は
脱
炭
素
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網
の
整
備
に
も
貢
献

す
る
他
、
天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ

ン（
C
H
４
）か
ら
二
酸
化
炭
素（
C
O
２
）を
排

出
せ
ず
に
高
効
率
に
水
素
を
製
造
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
始
め
た
。
都
市
ガ
ス
を
メ
タ

ン
源
と
し
、
メ
タ
ン
改
質
と
同
時
に
作
る
多

層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
販
売
と
合
わ

せ
、
水
素
供
給
コ
ス
ト
を
下
げ
、
2
0
2
4

年
に
は
実
機
を
稼
働
す
る
。
製
造
す
る
の
は

「
ブ
ル
ー
水
素
」
だ
。
政
府
目
標
よ
り
20
年

早
い
2
0
3
0
年
に
１
㎥
当
た
り
20
円
ま
で

コ
ス
ト
を
下
げ
た
水
素
プ
ラ
ン
ト
を
開
発
す

る
計
画
だ
。

・
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
核
融
合

　
核
融
合
と
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ

れ
て
い
る
。
太
陽
は
銀
河
系（
天
の
川
銀
河
）

の
恒
星
の
一
つ
で
、
人
類
が
住
む
地
球
を
含

む
太
陽
系
の
物
理
的
中
心
。
太
陽
系
の
全
質

量
の
99
・
8
%
を
占
め
、
太
陽
系
の
全
天
体

に
重
力
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
推
測
年
齢

は
約
46
億
年
で
、
中
心
部
に
存
在
す
る
水
素

の
50
％
程
度
を
熱
核
融
合
で
使
用
し
、
主
系

列
星
と
し
て
存
在
で
き
る
期
間
の
半
分
を
経

過
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

皆
様
に
と
っ
て
太
陽
と
は
ど
ん
な
存
在

だ
ろ
う
。
朝
起
き
て
太
陽
の
光
が
降
り
注

ぎ
、
ぽ
か
ぽ
か
暖
か
い
光
が
降
り
注
ぐ
、
目

を
つ
ぶ
れ
ば
そ
の
暖
か
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
包

ま
れ
て
二
度
寝
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
て
く
れ
る
植
物
も
太
陽
の

光
な
く
し
て
は
光
合
成
が
成
立
し
な
い
。
そ

し
て
地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
生
命
は
一
定
の

温
度
が
無
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
太
陽

は
我
々
に
温
度
、
熱
、
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
恒
常
的
に
与
え
て
続
け
て
く
れ
て
い
る
。

我
々
は
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
。
そ
の

当
た
り
前
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
に

気
が
付
き
、
い
ち
早
く
研
究
を
始
め
た
の
は

英
国
の
天
体
物
理
学
者
ア
ー
サ
ー
·
エ
デ
ィ

ン
ト
ン（
1
8
8
2
-1
9
4
4
）。
彼
は
無

限
に
近
し
い
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
恒
星
は
、
水
素
か
ら
ヘ
リ
ウ
ム
へ
の
核
融
合

反
応
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
る
こ
と

を
1
9
2
0
年
に
初
め
て
示
唆
し
た
。
エ
デ
ィ

ン
ト
ン
の
恒
星
内
部
構
造
論
は
、
1
9
2
6

年
に
最
初
に
発
表
さ
れ
、
現
代
理
論
天
体
物

理
学
の
基
礎
・
基
盤
を
築
い
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
核
融
合
と
は
何
な
の
か
。
太
陽

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

太
陽
の
中
で
常
に
起
こ
っ
て
い
る
反
応
で
あ

り
、
我
々
が
享
受
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
だ
。
も
う
少
し
具
体
的
に
は
、
核
融
合
は

軽
い
核
種
同
士
が
融
合
し
て
、
よ
り
重
い
核

種
に
な
る
核
反
応
を
言
う
。
原
子
核
の
荷
電

が
小
さ
く
原
子
核
同
士
が
接
近
し
や
す
い
軽

い
核
種
の
方
が
反
応
も
速
い
こ
と
か
ら
、
三

重
水
素
や
二
重
水
素
な
ど
の
水
素
同
位
体
が

理
想
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
核
融
合

の
燃
料
も
水
素
と
い
う
わ
け
だ
。

　
で
は
現
在
の
原
子
力
発
電
所
で
使
わ
れ
て

い
る
核
分
裂
と
は
ど
う
違
う
の
か
。
大
違
い

で
あ
る
。
核
分
裂
は
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
な
ど
比
較
的
重
い
原
子
を
分
裂
さ
せ
る
こ

と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
し
、
そ
の
反
応
が

連
鎖
す
る
こ
と
で
持
続
す
る
。
核
爆
弾
は
そ

の
反
応
を
敢
え
て
暴
走
さ
せ
る
こ
と
で
爆
発

を
起
こ
す
も
の
で
、
そ
の
破
壊
力
は
日
本
人

で
あ
れ
ば
説
明
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
。
現
在

の
核
分
裂
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
が
暴
走
す

れ
ば
、
同
様
に
核
爆
発
が
起
き
て
し
ま
う
。

爆
発
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
そ
の
あ
と
問
題

に
な
る
の
が
、
燃
料
の
残
り
か
す
が
高
濃
度

の
放
射
性
廃
棄
物
と
な
っ
て
し
ま
う
点
だ
。

生
物
は
高
濃
度
放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま

う
と
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方

核
融
合
は
、
燃
料
の
水
素
同
位
体
を
融
合
さ

せ
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
。
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
な
ん
と
核
分
裂
の
４
倍
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
る
の
は
ヘ
リ

ウ
ム
だ
け
で
あ
る
。
二
酸
化
炭
素
は
も
ち
ろ

ん
排
出
し
な
い
。
反
応
が
失
敗
す
れ
ば
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
と
、
暴
走
す
る
の
で
は
な

く
止
ま
る
だ
け
。
仮
に
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
っ
て
も
、
爆
発
、
暴
走
、

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

…
な
ど
聞
き
覚
え
の
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
ら
な
い
。
ま
さ
に
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

そ
ん
な
い
い
こ
と
尽
く
め
な
ら
ば
と
っ
く
に

実
用
化
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
さ
そ
う

な
も
の
だ
。
実
用
化
に
至
っ
て
い
な
い
の
に

も
ワ
ケ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
核
分
裂
と
は

違
っ
て
、
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
も
の
す
ご

く
難
し
い
の
だ
。
ど
う
難
し
い
か
と
い
う
と
、

ト
リ
チ
ウ
ム
や
重
水
素
を
１
億
度
以
上
に
加

熱
し
て
一
定
の
密
度
を
保
ち
続
け
る
必
要
が

あ
る
。
太
陽
の
中
心
温
度
の
1
6
0
0
万
度

よ
り
も
は
る
か
に
高
温
で
あ
る
た
め
、
ま
ず

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
容
器
が
な
い
。
そ
の
代

わ
り
に
、
磁
力
で
空
中
に
浮
か
せ
て
閉
じ
込

め
る
方
法（
ト
カ
マ
ク
型
）を
模
索
す
る
も
、

難
易
度
が
非
常
に
高
い
。
他
に
岐
阜
の
核
融

合
科
学
研
究
所
の
ヘ
リ
カ
ル
型
や
大
阪
大
学

の
レ
ー
ザ
ー
方
式
な
ど
が
あ
る
が
各
々
異
な

る
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
一
方
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策
が
追
い
風
と
な
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
世
界
中
で
研
究
開
発
が
過
熱
し

て
い
る
。
世
界
で
は
、
本
格
的
な
実
験
に
向

け
て
、
日
本
と
欧
米
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど

が
共
同
で
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉（
IT
ER）

を
フ
ラ
ン
ス
で
建
設
中
だ
。
そ
の
成
果
を
基

に
2
0
5
0
年
ご
ろ
に
は
実
用
規
模
の
発
電

に
め
ど
を
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
京
都
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
京

都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
は
、
燃
料
自

体
や
そ
れ
を
１
億
度
以
上
に
加
熱
す
る
装
置
、

生
成
さ
れ
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
変
換

す
る
装
置
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
世
界
初
の

小
規
模
実
験
用
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
を
開

始
し
た
。
他
に
も
世
界
中
で
様
々
な
研
究
や

建
設
、
機
器
の
製
作
が
着
実
に
進
展
し
て
お

り
、
資
金
と
時
間
は
か
か
れ
ど
も
商
用
化
に

な
ん
と
か
こ
ぎ
つ
け
る
、
こ
と
を
期
待
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

も
ろ
も
ろ
実
現
し
た
ら
我
々
の

生
活
は
ど
う
な
る
？
？

　

ま
ず
「
水
素
」
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
っ
た
ら
身
の
回
り
は
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。
車
が
E
V
だ
け
で
な
く
F
C
V

と
い
う
選
択
肢
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
長

距
離
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
は
E
V
よ

り
も
走
行
距
離
が
長
い
F
C
V
の
方
が

重
宝
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
電
気
料

金
も
グ
リ
ー
ン
、
ブ
ル
ー
、
グ
レ
ー
で

色
分
け
さ
れ
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
税
金
も
グ
レ
ー
水
素
を
使
う

よ
り
も
グ
リ
ー
ン
水
素
を
使
っ
た
方
が

お
得
に
な
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」

が
国
内
で
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
は
や
化
石
燃
料
の
輸
入
が
ほ
と
ん
ど

必
要
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
水
素
も
含
め
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
入
国
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
国

に
転
換
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
中
東
の
産
油
国
で
は
、

国
民
の
医
療
費
は
無
料
だ
。
自
国
で
は

治
ら
な
い
病
気
を
外
国
で
治
し
て
も
ら

う
場
合
も
、
付
添
人
の
旅
費
も
含
め
て

全
部
国
が
出
し
て
く
れ
る
。
教
育
も
大
学
ま

で
す
べ
て
無
料
、
留
学
費
用
ま
で
国
が
出
す
。

さ
ら
に
電
気
代
や
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料

金
が
も
の
す
ご
く
安
い
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は
20

円
/
１
L
ほ
ど
だ
と
い
う
。
そ
こ
ま
で
に
は

な
ら
な
い
に
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス

に
転
換
す
る
の
だ
。
相
当
な
見
返
り
が
あ
っ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
G
D
P
や
株

価
が
全
体
を
押
し
上
げ
、
物
価
上
昇
や
所
得

水
準
上
昇
の
き
っ
か
け
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
第
２
次
所
得
倍
増
計
画
、
ま
で
は
い
か

な
い
に
し
て
も
近
年
の
日
本
の
平
均
給
与
が

世
界
水
準
か
ら
見
て
見
劣
り
し
て
い
る
と
言

う
し
、
意
外
と
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

　
「
核
融
合
」
に
至
っ
て
は
、
も
う
ム
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
※

級
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
世
界
に
、

そ
し
て
地
域
に
与
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
世
界

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
が
大
幅
に
前

進
す
る
。
米
露
や
中
東
の
よ
う
に
産
油
国
に

は
逆
風
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
小
国
に
と
っ
て
は
追
い
風

で
し
か
な
い
。
さ
ら
に
日
本
人
に
は
馴
染
み

の
深
い
鉄
腕
ア
ト
ム
や
鉄
人
28
号
、
ガ
ン
ダ

ム
の
動
力
源
は
何
を
隠
そ
う
核
融
合
で
あ
る
。

ア
メ
コ
ミ
ヒ
ー
ロ
ー
の
ア
イ
ア
ン
マ
ン
の
胸

に
光
る
動
力
源
も
小
型
核
融
合
炉
、
劇
中
で

は
ア
ー
ク
リ
ア
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
に
登
場
し
た
オ
ク
タ
ビ
ア

ス
に
至
っ
て
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
使
っ
て
核

融
合
の
公
開
実
験
を
行
っ
て
い
た
。
各
々
核

は
核
で
も
核
融
合
だ
か
ら
転
ん
で
破
損
し
て

も
安
心
だ
。
な
ぜ
な
ら
核
爆
発
は
起
き
な
い
。

人
間
が
想
像
し
た
も
の
は
創
造
で
き
る
と
い

う
。
そ
れ
ら
が
今
は
ま
だ
空
想
科
学
で
あ
っ

て
も
遠
い
未
来
に
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
う
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
夢
も
膨
ら
む
と
い

う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

　
「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト（
M
oon 

Shot）」
と
は
、
前
人
未

踏
で
非
常
に
困
難
だ
が
、
達
成
で
き
れ
ば
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
た
ら
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
壮
大
な
計

画
や
挑
戦
の
こ
と
。
J.F.ケ
ネ
デ
ィ
氏
が
ア
ポ
ロ
計
画
を

発
表
し
、
人
類
を
月
面
着
陸
さ
せ
る
と
い
う
前
代
未
聞
の

挑
戦
を
有
言
実
行
し
た
こ
と
か
ら
、
困
難
は
伴
う
が
野
心

的
で
夢
の
あ
る
計
画
が
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
優
れ
た
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
は
「
Inspire

（
人
々
を
魅
了
し
、
奮
い
立
た
せ
る
）」「
C
redible（
根
拠

が
あ
り
、
信
憑
性
が
あ
る
）」「
Im
aginative（
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
）」
と
い
う
三
つ
の
条
件
が
必
要
と
い
う
。

核融合の方式

水素社会実現のイメージ　※環境省

核融合炉イメージ
今は無きお台場のガンダム
※核融合炉は搭載されていませんアイアンマンのアークリアクター



新入会員
プロフィール

BRILLIANT

代表者　相 馬 明 紀
交野市私部１‒25‒22
TEL：090（3943）6549

東京海上グループの生損保総合代理
店に在籍し、ファイナンシャルプラ
ンナーとして、活動しております。

punana

代表　林 　 眞 愛
交野市妙見坂３‒22‒１
TEL：080（2531）3804

チャームから一つひとつ手作業で
お作りしているアクセサリー販売。
楽しむ英会話教室の運営。

（直近３〜４か月の間に
入会の、掲載を希望され

た事業所です）

当所では令和４年２月28日、輝きプラザきらら 国
際交流室にて、第１回目となる新会館建設特別委員会

（松本委員長）を開催いたしました。前委員会では、ア
ンケート結果や協議内容から新会館に必要な要素や
コンセプトについて答申書として冊子にまとめました。
本委員会はその答申書を受け継ぎ、具体的な建設に向
けて進めていく委員会となります。会議では、事務局
より開会を告げ、久門会頭から挨拶の後、正副委員長
の互選を行い、委員長に松本秀作氏（ダイコロ㈱ 代表
取締役・当所副会頭）、副委員長に中野圭介氏（枚方
信用金庫 理事・当所理財部会長代理）と当所谷本専
務理事が選任されました。松本委員長の就任後挨拶
の後、谷本副委員長により議事が進められ、①前委員
会までの経緯及び本委員会の目的、②出席者自己紹
介及び会館建設に係るご意見、③その他（今後の進め
方について、次回委員会開催日程について）、各々に
ついて情報交換が行われました。

出席者自己紹介及び会館建設に係るご意見では、
「全国ネットワークのリソースを活かして会館建設や、
まちづくりに貢献していきたい」「中小企業の皆様が
集まっていただけるような入りやすい雰囲気にしてい
きたい」「枚方市駅前の近隣商業エリアという立地で
あるからこそ高度に収益性を持った会館にしていった
方がいい」「会員の皆様のための会館であり、地域に
賑わいをもたらすものであり、サスティナブルな会館
であってほしい」「学生が多い市駅周辺であるからこ
そ産学連携で学生が出入りするような雰囲気や仕掛け
があるといい」「入った瞬間、うわぁいいなぁと思えるよ
うな会館であってほしい」など、多くのご意見を頂戴し、
今後の具体的な提案に加味されることとなりました。

当所では令和４年２月21日、枚方市総合文化芸
術センター ひらしんイベントホールにて、常議員
会（久門哲男会頭）を開催いたしました。谷本専務理
事が開会を告げ、久門会頭から挨拶の後、引き続き
議長に就任されました。議事では、①常議員会並び
に通常議員総会の開催について、②役員議員任期満
了に伴う改選日程について、③各委員会委員の委嘱

（案）について、④新入会員加入承認について、各々
審議いただき、各議案ともに満場一致で可決となり
ました。続いて報告事項では、①役員議員の異動に
ついて、②新会館建設特別委員会発足について、③
月間事業報告、④その他についてを報告しました。

最後に久門会頭からは、いよいよ新会館建設に係
る新委員会が発足し、新会館建設に向けて具体的に
動き出すことに触れ、会員の皆様が使いやすく、誇
りとシンボルになるような会館を目指していきたい
旨、コメントされ閉会となりました。
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　 　２月28日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地

八光泰幸社会保険労務士事務所 労働保険・社会保険の手続き、給与計算業務などの代行を中心に、総
務人事においてアウトソーシングの業務をおこなっております。 交野市星田

BRILLIANT 生損保総合代理店業 交野市私部
Namiko yoga ヨガインストラクター 寝屋川市御幸東町
Reborn kick boxing キックボクシングandトランポリンでエクササイズ 枚方市宮之阪
㈱Ｎ.２ construction works 建築リフォーム、リノベーション設計施工 大阪市西区靭本町
（同）IAプランニング Webコンサル、Webデザイン、保険業 枚方市長尾西町

プルデンシャル生命保険㈱ ライフプランニング及びファイナンシャルプランニング、金融コン
サルティング 大阪市北区大深町

河本工業㈱ 新築・リフォーム、金属製建具、空き家の活用、ドローン調査、曲物 枚方市茄子作
マイルーム エステ、リラクゼーション、ヘッドスパの施術 寝屋川市香里北之町
㈱サンマイル 自動車販売業 交野市向井田
㈱カーフィールドライズ 自動車販売 高槻市萩之庄
ふじた腰痛専門整体院 病院や薬では治らない重症腰痛を得意とする治療院です。 交野市星田
㈱KEG 広告デザイン業、クリエイティブディレクションから製作まで 大阪市北区西天満
㈱SoDA ドローンスクール、映像制作、スチール撮影 寝屋川市打上元町
punana アクセサリー販売、英会話教室 交野市妙見坂
㈱北村自動車 自動車販売、整備事業 寝屋川市仁和寺本町

新会館の建設に向けて
いよいよ発足

３年に１度の
議員改選日程を決議

－新会館建設特別委員会－ －常議員会－

４月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：※金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ４月12日（火）・ 26日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ４月20日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ４月13日（水）・27日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

第35回 

参 加 費　お一人　5,500円
　　　　　（昼食代・賞品及び発送代を含む）
プレーフィ　19,030円
　　　　　　（キャディ付・諸費用・利用税・消費税込み）

申込締切　４月28日（木）

枚方カントリー
倶楽部

令和４年
５月27日（金）

お申込み
お問合せ 北大阪商工会議所　中小企業相談所地域振興課

TEL：072‒843‒5152　　FAX：072‒841‒0173 または FAX：072‒807‒3051

お申込みは、本誌同封の参加申込書にて、４月28日（木）迄にファクシミリにてお送りください。

ところと　き

会頭杯争奪 会員親睦ゴルフ大会 
「心身ともにリフレッシュ＆ゴルフでコミュニケーション!!」

主催　北大阪商工会議所　　　　後援　日刊スポーツ新聞西日本



プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、
「リリース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた
事業所の紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチする
ことができます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかも
しれません。また、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、
自社のウェブ上の告知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。
残念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へ
ダイレクト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

料　　　金：88,000円／回（税込）
頻度・締切：‌�月１回、毎月15日締め切り、

毎月１日発信

料　　　金：33,000円／回（税込）
頻度・締切：‌�月１回、毎月15日締め切り、

毎月１日発信

料　　　金：33,000円／回（税込）
頻度・締切：‌�月１回、毎月15日締め切り、

毎月１日発信

料　　　金：99,000円／回（税込）
頻度・締切：‌�月１回、毎月15日締め切り、

毎月１日発信

料　　　金：55,000円／回（税込）
頻度・締切：‌�月１回、毎月15日締め切り、

毎月１日発信

プラン②

プラン④

プラン⑤

プラン①

プラン③

プレスリリースサービス、
LINE広告を始めます！

北大阪商工会議所

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

おススメ！

おススメ！

おススメ！

29,700円お得！

22,000円お得！

11,000円お得！

お申込みは↓までご連絡を！詳細をご連絡させていただきます。
北大阪商工会議所 総務部 The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。
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o c u sL o c u sL

会員事業所限定!!

売上を倍増させるカラー活用法
～自社ビジネスを強くする色を知ろう～

クラウドファンディング仲介事業
はじめました

日時：令和４年

４月26日（火）
18：00～19：30

会　場
定　員
参加費

北大阪商工会議所　寝屋川支所（寝屋川市立産業振興センター２階）　京阪寝屋川市駅西口から徒歩２分
12名（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、通常より定員を減らしています）
無　料

パーソナルカラースタイリスト
Kotonoha 代表 武田みはる 氏

【概要】
色は無言のメッセージツールと言われています。
百の言葉より、色は雄弁に想いを伝えることができます。
看板やHPの色を変えただけで新規客を得て、売上が倍増した実例を紹介
しながら、自社ビジネスに有効な色を学んでいただきます。
ご自身の個性を色を通して理解すると、コミュニケーション改善にも繋
がります。
カードワークを取り入れたカラフルで楽しいミニセミナーです。

【内容】
▶ カードワーク　　　　▶ 個性発見カラー診断（色彩心理学）
▶ 色のメッセージ性　　▶ 自社ビジネスに有効な色とは

講　師

お申込み：https://www.kansaicci.jp/kentei/apply.php?seq=14529
お問い合わせ：北大阪商工会議所　寝屋川支所　TEL：072‒828‒5151

会員
限定

随時受付中！
新たな会員サービスとして、国内最大のクラウドファンディング

「CAMPFIRE」の手数料割引サービスをはじめました。

当所経由でお申込みいただくと、通常手数料17%     15%
＊社会問題の解決に資するとCAMPFIRE社が判断したプロジェクトについては、９% → ７%

クラウドファンディングを実施したい会員事業所の皆様は、お気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。
TEL：072-828-5151　　Mail：hikoboshi@kocci.or.jp

＊プロジェクトが達成しなかった場合、手数料は発生しません。
＊通常のクラウドファンディングと同様、CAMPFIRE社の担当者がサポートします。
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CCI Information CCI Information

「
人
を
幸
せ
に
す
る
経
営
」―
。

言
葉
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す

が
、
実
践
す
る
の
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
。
本
賞
に
お
け
る

「
人
」
と
は
、
１
従
業
員
と
そ
の

家
族
、
２
外
注
先
・
仕
入
先
、
３

顧
客
、
４
地
域
社
会
、
５
株
主
の

５
者
を
指
し
ま
す
。
人
を
幸
せ
に

し
て
い
れ
ば
結
果
的
に
業
績
も
上

が
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
大
切
な

会
社
を
１
社
で
も
増
や
し
た
い
と

い
う
思
い
で
「
人
を
大
切
に
す
る

経
営
学
会
」
が
主
体
と
な
り
「
日

本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会

社
」
大
賞
の
顕
彰
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
般
は
第
12
回
の

審
査
委
員
会
特
別
賞
に
当
所
副
会

頭
の
吉
泉
産
業
株
式
会
社
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

〈
受
章
者
コ
メ
ン
ト
〉

「
こ
の
度
は
大
変
栄
誉
あ
る
賞

を
賜
り
ま
し
て
社
員
一
同
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
弊
社
は

1
9
5
5
年
の
創
業
で
、
我
々
は

優
れ
た
食
品
機
械
で
顧
客
の
繁
栄

を
築
き
、
食
文
化
の
向
上
と
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
て
、
自
ら
製
造

し
、
自
ら
販
売
す
る
一
気
通
貫
で
、

食
品
加
工
機
械
と
い
う
も
の
づ
く

り
企
業
と
し
て
成
長
し
て
参
り
ま

し
た
。
2
0
1
9
年
か
ら
は
「
い

い
会
社
に
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
国
籍
や
性
別
、
年
齢

等
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
価
値
観

や
考
え
方
を
持
つ
従
業
員
が
イ
キ

イ
キ
と
働
く
企
業
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
を
励
み
と
し
、

弊
社
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
方
々

が
一
層
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
、
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
も
の
づ

く
り
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

大
阪
府
で
は
、
優
秀
な
技
能
者
を
表
彰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
く
社
会
一
般
に
技
能
尊
重
の

気
風
を
浸
透
さ
せ
、
も
っ
て
技
能
者
の
地
位
及

び
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
大

阪
府
優
秀
技
能
者
表
彰（
な
に
わ
の
名
工
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
表
彰
式
は
、
令
和
３

年
11
月
25
日（
木
）に
大
阪
市
中
央
公
会
堂
に
て

行
わ
れ
、
62
名
の
方
が
知
事
よ
り
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
今
般
、
当
所
会
員
の
東
邦
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社（
西
田 

輝 

代
表
取
締
役
社

長
・
交
野
市
星
田
北
）よ
り
井
上
克
己
様
、
二

星
芳
之
様
、
西
村
貴
史
様
の
３
名
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
西
村
貴
史
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
シ
ス
テ
ム
提
案
に
秀
で

て
お
り
、
な
か
で
も
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
に
お
い
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
て
い
る
。
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
管
理
シ
ス
テ
ム
の
提
案
・
製
作
も

行
い
、
多
岐
に
わ
た
る
技
術
力
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

標
準
化
を
規
定
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
指

導
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
後
進
育
成
に
も
尽

力
し
て
い
る
。

〈
井
上
克
己
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

電
子
機
器
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
製
造
に
長
年
従

事
し
、
基
盤
の
手
半
田
作
業
や
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

の
組
立
・
配
線
に
つ
い
て
優
れ
た
技
術
と
知
能

を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
い
組
立
技
術
を
活

か
し
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
既
存
技
術
を
活

か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
電
子
制
御
製
品
の
立
ち

上
げ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海

外
で
の
量
産
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
外
国
人

技
能
者
に
技
能
を
伝
承
す
る
な
ど
、
国
内
の
み

だ
け
で
な
く
、
人
材
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

〈
二
星
芳
之
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

長
年
に
わ
た
り
、
省
力
化
生
産
設
備
を
設

計
・
開
発
・
製
作
す
る
こ
と
で
電
気
制
御
設
計

に
も
精
通
し
て
お
り
、
生
産
の
効
率
化
・
安
全

確
保
を
考
案
・
実
現
で
き
る
優
秀
な
技
能
・

知
識
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
活
用

で
き
る
よ
う
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

軽
量
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
新
た
な
製
品
開
発

に
も
精
力
的
に
尽
力
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
を

若
手
社
員
と
と
も
に
行
い
、「
考
え
る
」
を
教
え

る
と
い
っ
た
人
材
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
の
困
難
、
発
明
で
乗
り
越
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
、
世
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。「
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
社
会
・
経
済
構
造

の
新
た
な
変
革
を
迫
る
よ
う
な
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
人
類
に
与
え
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
世

界
的
な
蔓
延
は
、
人
々
の
意
識
を
大
き
く
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
に
効

果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
の
登
場
で
、
悲
観
論
に
傾

き
が
ち
だ
っ
た
世
界
の
世
論
の
動
向
に
、
希
望

の
光
が
射
し
始
め
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
変
異

株
の
広
が
り
や
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
へ
の
懸
念

は
残
る
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
が
今
の
状
況
を
好

転
さ
せ
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
発
明
大
賞
」

は
創
設
か
ら
47
回
目
を
迎
え
ま
す
。
中
堅
・
中

小
企
業
、
個
人
の
発
明
家
や
研
究
者
を
対
象
に
、

優
秀
な
発
明
考
案
を
生
み
出
す
こ
と
を
通
じ
て

成
果
を
あ
げ
た
企
業
や
個
人
を
こ
れ
ま
で
数
多

く
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。
発
明
大
賞
の
特
色
と

し
て
特
に
伝
え
た
い
の
は
、
歴
代
の
受
賞
者
を

は
じ
め
と
し
た
企
業
や
個
人
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
発
明
を
生
み
出
し
や
す
く
す
る
環

境
を
醸
成
し
て
い
る
点
で
す
。
発
明
は
孤
立
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
の
英
知
を
学
び
、
そ
れ
を
咀
嚼
し
て
、
自
ら

の
強
み
を
生
か
し
て
新
た
に
生
み
育
て
る
。
そ

れ
が
発
明
で
す
。
そ
う
し
た
発
明
の
輪
が
人
類

を
進
歩
さ
せ
、
豊
か
で
幸
福
な
社
会
を
構
築
し

て
い
く
の
で
す
。
今
般
は
第
47
回
の
発
明
奨
励

賞
に
当
所
会
員
の
株
式
会
社 

成
田
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

〈
発
明
の
概
要
〉

従
来
の
モ
ー
タ
ー
は
速
度
や
ト
ル
ク
を
可
変

す
る
の
に
イ
ン
バ
ー
タ
ー
や
増
減
速
ギ
ア
を
用

い
、
周
辺
機
を
含
め
効
率
の
大
幅
な
低
下
の
も

と
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
発
明
の
E
P
R
は

電
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
、
速
度
変

化
や
回
転
抵
抗
に
追
従
し
ト
ル
ク
を
自
動
的

に
モ
ー
タ
ー
独
自
で
可
変
す
る
こ
と
が
可
能
な

上
に
、
実
行
効
率
は
85
％
を
有
し
ま
す
。
ま

た
、
同
一
構
造
の
ま
ま
発
電
機
と
し
て
も
用
い
る

こ
と
が
可
能
で
実
行
発
電
効
率
は
95
％
に
達
し

ま
す
。
し
か
も
、
E
P
R
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
モ
ー
タ
ー
関
連
製
品
の
開
発
に
イ
ン
バ
ー

タ
ー
や
増
減
速
ギ
ア
に
係
る
様
々
な
コ
ス
ト
を

省
く
こ
と
が
で
き
、
時
間
や
資
金
な
ど
の
開
発

コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

E
P
R
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
気
消

費
量
は
30
％
以
上
の
削
減
、
実
発
電
量
は
30
％

以
上
の
増
加
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般

的
に
、
電
気
効
率
が
１
％
上
昇
す
れ
ば
、
原
子

力
発
電
所
の
原
子
炉
が
１
基
必
要
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
E
P
R
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
技
術
で
す
。

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
１
年
に
１
回
、
商

工
会
議
所
の
組
織
強
化（
会
員
増
強
・
高
組
織

率
）、
財
政
基
盤
強
化
、
観
光
振
興
、
運
営
、

事
業
活
動
に
関
し
、
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
商

工
会
議
所
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
般
、
当
所

が
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

商
品
開
発
と
環
境
保
全
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

受
賞
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〈
日
本
商
工
会
議
所
コ
メ
ン
ト
〉

淀
川
水
系
に
自
生
す
る
葦（
ヨ
シ
）は
、
土

中
・
水
中
か
ら
多
く
の
チ
ッ
素
・
リ
ン
等
を
吸

い
上
げ
て
成
長
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
浄
化
、

生
物
の
多
様
性
も
含
め
て
、
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
地
域
で
は
、
古

く
か
ら
、
ヨ
シ
を
原
材
料
と
し
た
葦
簀（
よ
し

ず
）や
簾（
す
だ
れ
）等
を
生
産
す
る
地
場
産
業

が
盛
ん
で
、
毎
年
、
冬
場
に
刈
り
取
り
を
行

い
、
翌
春
の
新
芽
の
成
長
を
促
す
こ
と
を
通
じ

て
、
自
然
環
境
と
経
済
活
動
の
共
存
を
図
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
る
需

要
減
少
や
海
外
の
安
価
な
製
品
に
押
さ
れ
、
こ

れ
ら
地
場
産
業
は
衰
退
し
、
刈
り
取
り
が
行
わ

れ
ず
に
放
置
、
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

ヨ
シ
の
生
育
に
も
影
響
が
出
る
状
況
と
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
中
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
で

は
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者
か
ら
、
ヨ
シ
を
活

用
し
た
糸
の
開
発
や
そ
の
商
品
化
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
、
そ
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
2
0
2
1
年
３
月
、
同
事
業
者

や
地
域
の
繊
維
メ
ー
カ
ー
等
と
と
も
に
「
世
界

初
の
ヨ
シ
糸
が
地
域
を
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ヨ
シ

か
ら
繊
維
を
取
り
出
し
て
綿
と
ヨ
シ
の
混
紡
糸

（
通
称
：
ヨ
シ
糸
）を
製
造
し
、
ヨ
シ
糸
の
持
つ
、

高
い
抗
菌
性
と
消
臭
効
果
と
い
う
特
性
を
活
か

し
た
衣
類
や
靴
下
等
の
商
品
を
創
出
す
る
こ
と

で
、SD

G
s

に
掲
げ
る
持
続
可
能
な
事
業
と
し

て
淀
川
の
ヨ
シ
原
を
守
る
と
と
も
に
、
繊
維
産

業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
地
域
を

挙
げ
て
推
進
す
る
も
の
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
に
際
し
、
同
所

で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
がREA

D
YFO

R

株

式
会
社（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運
営
事

業
者
）と
連
携
し
て
組
成
し
た
各
地
商
工
会
議

所
向
け
ス
キ
ー
ム（feel N

IPPO
N

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）を
活
用
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
資
金
調
達
を
実
施
。
当
初
目
標
を
上

回
る
約
2
4
0
万
円
の
支
援
金
を
集
め
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
支
援
金
を
原
資
と

し
て
、
2
0
2
1
年
６
月
に
ヨ
シ
糸
の
製
造
工

場
を
開
設
し
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
品

化
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
た
。
そ
の
後
、
同

年
９
月
に
は
、
同
所
の
支
援
に
よ
り
同
事
業

者
が
事
業
再
構
築
補
助
金
の
採
択
を
受
け
て
、

生
産
体
制
拡
充
の
た
め
の
設
備
投
資
を
実
施
。

2
0
2
2
年
２
月
現
在
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
繊
維
メ
ー
カ
ー
３
社
を
含
め
、
計
５

社
が
衣
類
の
商
品
化
を
実
現
し
て
い
る
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
を
契
機
に
、
全

国
紙
や
テ
レ
ビ
局
等
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で

SD
G

s

に
寄
与
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組

み
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
紡
績
会
社
や
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
多
数
受

け
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
地
域
の

事
業
者
と
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
産
業
の
活
性
化

と
環
境
保
全
と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
を
合
わ

せ
て
図
ろ
う
と
す
る
同
所
の
取
り
組
み
は
、
他

の
範
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
で
き
る
。

「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞
審査委員会特別賞　受賞

吉泉産業株式会社（佐々木 啓益 代表取締役）

〒 573-0128
枚方市津田山手２-１-１ 関西学研都市津田サイエンスヒルズ内

TEL：072-808-3003
https://yoshiizumi.com/

大阪府優秀技能者表彰
（なにわの名工）
東邦システム株式会社

（西田　輝 代表取締役）

〒 576-0017
交野市星田北１丁目 34‒10

TEL：072-892-0100
http://www.tohosystem.jp/

発明大賞　発明奨励賞　受賞
株式会社 成田　（日下部 清成 代表取締役）

〒 573-0036 枚方市伊加賀北町 3 番 6 号
TEL：072-841-5284　http://www.kk-narita.co.jp/index.html

日本商工会議所表彰（事業活動）
北大阪商工会議所

～クラウドファンディングを活用した商品開発と環境保全のプロジェクト～

Congratulations! CCI AWARDS!
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今
回
のN

ijiriguchi

の
主
人
公
は
、
交

野
市
の
電
子
機
器
製
造
業 

東
邦
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

西
田 

輝
氏

（
52
）。
制
御
設
計
開
発
、
製
造
、
自
動
化
ラ

イ
ン
製
造
、
プ
リ
ン
ト
基
板
設
計
開
発
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
電
子
機
器
製
造
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
。
設
立
か
ら
48
年
、
果
敢
に
事

業
拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
西
田
氏
が
目

指
し
て
き
た
の
は
、
製
造
業
の
“
ド
ラ
え
も

ん
”
だ
と
い
う
。“
あ
ん
な
こ
と
い
い
な
、
で

き
た
ら
い
い
な
〟
と
い
う
顧
客
の
要
望
に
対

し
て
、
開
発
か
ら
製
造
、
仕
入
れ
業
務
ま
で

全
て
の
工
程
を
一
貫
し
て
担
い
、
実
現
し
て

き
た
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ
と
胸
を
張
る
。

そ
ん
な
“
も
の
づ
く
り
一
筋
”
の
企
業
が
、

３
年
前
、
飲
食
業
に
新
規
参
入
。
ほ
ど
な
く

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
襲
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
飲
食
店

が
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
中
、
新
た
な
挑
戦
を

続
け
る
西
田
氏
の
姿
を
追
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
N
O
と
言
わ
な
い
企
業
」

　

ま
ず
は
、
東
邦
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
N
O
と
言
わ
な
い
企
業
」。
常
に
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
を
実
現
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
提

供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
開
発
、

購
買
、
製
造
、
検
査
、
修
理
な
ど
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
集
め
た
各
部
門
を
社
内

に
据
え
、
あ
ら
ゆ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
の
が
何
よ
り
の
財
産
だ
と
西
田
氏

は
誇
ら
し
げ
に
語
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
お

客
様
の
想
像
を
超
え
る
提
案
が
実
現
で
き
る

と
い
う
。
例
え
ば
「
リ
ン
ゴ
を
作
り
た
い
」

と
い
う
受
注
を
受
け
た
ら
、
た
だ
リ
ン
ゴ
を

作
る
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ン
ゴ
に
会
社
名
を

入
れ
ま
し
ょ
う
と
か
、
Q
R
コ
ー
ド
を
入
れ

て
、
ど
ん
な
生
産
者
な
の
か
、
ど
ん
な
環
境

で
生
産
さ
れ
た
の
か
を
消
費
者
に
伝
わ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
提
案
を
し
て
、
付
加
価
値
を
提
供
し

て
い
る
。

　
同
社
が
取
り
扱
う
分
野
は
、
実
に
多
岐
に

わ
た
る
。
ア
グ
リ
、
医
療
、
公
共
事
業
、
電

車
、
飛
行
機
、
バ
ス
、
自
動
車
関
係
…
と
あ

げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
。
得
意
と
す
る
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
な
ど
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
し
て
い
る
。
農
業

の
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、

畑
に
気
温
や
湿
度
、
土
壌
に
含
ま
れ
る
養

分
や
水
分
の
状
態
を
観
測
で
き
る
セ
ン
サ
ー

を
設
置
、
農
家
が
P
C
で
管
理
し
、
必
要
な

場
合
の
み
実
際
に
畑
に
行
け
ば
よ
く
な
っ
た
。

水
道
管
な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
全

国
的
な
課
題
と
な
る
中
、
各
地
の
自
治
体
で

新
た
に
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
水
道
管
へ

の
転
換
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
工

事
で
必
要
な
融
着
装
置
を
製
造
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
食
品
の
異
物
混
入
を
防
ぐ
搬
送
シ

ス
テ
ム
や
、
医
療
分
野
で
の
ワ
ク
チ
ン
や
献

血
に
お
け
る
F
A（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
）化
も
実
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
鉄
道
な
ど
の
上
級
ク
ラ
ス

の
車
両
で
使
用
さ
れ
る
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

シ
ー
ト
の
制
御
も
開
発
。
人
間
工
学
に
基
づ

く
モ
ー
タ
ー
を
12
個
も
設
置
し
、
背
中
、
腰
、

足
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
よ
り
快
適

な
座
り
心
地
を
実
現
す
る
な
ど
、
我
々
の
暮

ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
よ
う
な
技
術
も
同

社
の
強
み
だ
。

も
の
づ
く
り
か
ら
、
な
ぜ
飲
食
店
!?

き
っ
か
け
は
ア
ジ
ア
進
出

　
高
い
技
術
力
を
誇
り
、
製
造
業
一
筋
で
歩

ん
で
き
た
西
田
氏
が
、
な
ぜ
全
く
の
異
業
種

で
あ
る
「
飲
食
業
」
に
参
入
し
た
の
か
。
異

例
の
挑
戦
に
見
え
る
が
、
西
田
氏
の
話
を
聞

く
と
、
会
社
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
き
た
中

で
、
必
然
の
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
田
氏
は
、
10
年
前
、
ア
ジ
ア
進
出
の
足
が

か
り
に
、
輸
出
入
の
会
社
や
機
械
商
社
を
新

た
に
設
立
し
、
中
国
な
ど
に
拠
点
を
設
け
た
。

ア
ジ
ア
の
国
々
に
足
を
運
ぶ
中
で
、
西
田
氏

は
、「
日
本
食
」
の
人
気
の
高
さ
を
実
感
す

る
。
丼
も
の
や
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
が
特
に
人

気
で
、
原
価
5
0
0
円
ほ
ど
の
カ
ツ
丼
が

3
、0
0
0
円
で
売
れ
る
世
界
を
目
の
当
た

り
に
し
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
経
営
者
と
し
て
「
今
ま
で
の
や

り
方
で
本
当
に
あ
っ
て
い
る
の
か
、
他
の
や

り
方
は
な
い
の
か
」
見
つ
め
直
し
て
い
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。
著
名
な
経
営
者
が
「
異
業

種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
し
！
」
と
語
る
言
葉

も
胸
に
響
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
十
分
な
経
験
を
積
み
自
分
の

店
を
開
き
た
い
と
い
う
料
理
人
と
の
出
会
い

も
重
な
っ
て
、
新
た
に
飲
食
店
を
開
く
こ
と

を
決
意
。
2
0
1
8
年
に
T
M
フ
ー
ズ
株
式

会
社
を
設
立
し
た
。

商
工
会
議
所
の
つ
な
が
り
が
大
き
な
後
押
し
に

　
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

当
商
工
会
議
所
の
横
の
つ
な
が
り
が
大
き
な

後
押
し
と
な
っ
た
と
、
西
田
氏
は
語
っ
て
く

れ
た
。
商
工
会
議
所
交
野
支
所
内
に
事
務
局

が
あ
る
交
野
市
工
業
会
の
会
合
で
、
定
期
的

に
顔
を
合
わ
せ
る
工
務
店
と
の
縁
で
、
西
田

氏
が
理
想
と
す
る
店
づ
く
り
が
実
現
で
き
た

と
い
う
。 

　
異
業
種
か
ら
の
参
入
だ
か
ら
こ
そ
、
西
田

氏
は
、
新
た
な
切
り
口
で
の
戦
略
を
立
て
た
。

西
田
氏
が
目
指
す
店
は
、
落
ち
着
い
て
食
事

が
で
き
る
割
烹
。
で
も
、
い
き
な
り
夜
の
割

烹
を
開
い
て
も
無
理
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
考
え

た
の
が
、
昼
の
お
弁
当
。
交
野
市
内
を
見
渡

す
と
、
コ
ン
ビ
ニ
も
、
飲
食
店
も
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
。
し
か
し
、
会
社
や
事
業
所
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
は
、
手

軽
に
昼
食
が
買
え
る
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
が
な
い
か
ら
、
昼
に
お
弁
当
を
と
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
、
美
味
し

い
お
弁
当
で
営
業
を
か
け
、
味
を
気
に
入
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
夜
の
割
烹
に
誘
客
で
き
る

と
考
え
た
。
知
り
合
い
の
会
社
に
、
お
弁
当

を
持
参
し
て
営
業
を
か
け
た
り
、
工
業
会
の

会
合
で
も
紹
介
し
た
り
し
て
、
販
路
拡
大
を

図
っ
た
。
和
食
や
寿
司
店
で
経
験
を
積
ん
だ

料
理
人
の
米
井
伸
太
郎
さ
ん
が
、
一
品
一
品

手
作
り
し
た
お
弁
当
は
、
美
味
し
い
と
評
判

を
呼
び
、
順
調
な
滑
り
出
し
だ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
2
0
1
9
年
３
月
の
開
業
か
ら

ほ
ど
な
く
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
ふ

る
い
出
す
。
西
田
氏
は
、「
バ
ブ
ル
崩
壊
も

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
も
乗
り
越
え
て
き
た
か

ら
大
丈
夫
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
商
売
は
、
大
変

な
こ
と
も
あ
る
が
前
向
き
に
捉
え
て
い
る
」

と
強
気
に
語
る
。 

　
2
0
2
1
年
３
月
に
は
、
交
野
市
星
田
北

に
移
転
、
創
作
和
食
店
「
三
日
月
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
先
述
の
工
務
店
に
店
舗
改
装

を
依
頼
し
、
西
田
氏
が
目
指
し
て
い
た
カ

ウ
ン
タ
ー
ベ
ー
ス
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
店
に
仕
上
が
っ
た
。
感
染
拡
大
が
続
く

2
0
2
2
年
２
月
現
在
は
、
昼
の
お
弁
当
の

販
売
が
中
心
だ
が
、
一
日
1
5
0
食
ほ
ど
配

達
し
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
幕
内
、
日
替

わ
り
、
カ
レ
ー
の
３
種
類
を
用
意
。 

こ
の
日

の
幕
内
は
、
白
身
フ
ラ
イ
と
豚
の
チ
リ
ソ
ー

ス
、
日
替
わ
り
は
、
サ
バ
と
鶏
の
唐
揚
げ
、

と
常
に
メ
イ
ン
が
２
種
類
。
素
材
は
地
産
地

消
を
基
本
と
し
、
付
け
合
わ
せ
の
お
か
ず
も

全
て
手
作
り
と
い
う
こ
だ
わ
り
だ
。
充
実

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
値
段
は
4
5
0
円（
税

込
）。 

　
夜
の
営
業
が
再
開
で
き
れ
ば
、
１
日
１
組

限
定
の
完
全
予
約
制
で
、
店
内
の
生
簀
で
泳

ぐ
新
鮮
な
魚
や
石
焼
ス
テ
ー
キ
な
ど
の
コ
ー

ス
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。
刺
身
に
は
、
店

長
自
ら
が
ス
モ
ー
ク
さ
せ
た
自
慢
の
醤
油
を

提
供
す
る
な
ど
、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
る
。

コ
ー
ス
の
デ
ザ
ー
ト
に
と
、
交
野
ブ
ラ
ン
ド

「
カ
タ
ノ
の
チ
カ
ラ
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
セ
イ
タ
カ
ヨ
シ
の
粉
を
使
っ
た
わ
ら
び
餅

も
開
発
中
だ
。
本
格
的
な
夜
の
営
業
が
待
ち

遠
し
い
。 

50
周
年
を
控
え
て
目
指
す
も
の
は

　
東
邦
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
は
、
２
年
後
に

創
業
50
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
節
目
に
合
わ

せ
て
、
西
田
氏
は
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

に
向
け
た
社
内
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
に
つ
い
て
も
、
当
所

か
ら
よ
り
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
機
関
へ
橋
渡
し
を
し
た
。 

　
西
田
氏
は
、
開
発
設
計
部
門
、
購
買
部
門
、

製
造
部
門
な
ど
各
部
門
を
法
人
化
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
さ
ら
な
る
成
長

に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。
苦
労
し
て
成
功
し

た
ら
、
そ
の
分
見
返
り
が
あ
る
、
そ
し
て
さ

ら
に
も
っ
と
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ

た
好
循
環
を
生
み
出
し
た
い
と
語
る
。 　

 

　
昨
今
、
フ
ー
ド
ロ
ス
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
注
目
さ
れ
、
い
か
に
省
エ
ネ
を
図
る

か
が
各
企
業
の
課
題
だ
。
ま
ず
は
、
修
理
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
に
力
を
入
れ
る
。
い
ち

早
く
こ
の
部
門
を
法
人
化
し
、
自
由
度
を
持

た
せ
る
。
修
理
は
、
製
品
の
延
命
の
た
め
の

修
理
で
は
な
く
、
製
品
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
、
品
質
向
上
の
一
環
と
捉
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
壊
れ
や
す
い
箇
所
、
丈
夫
な
箇
所
の

デ
ー
タ
を
取
得
し
、
同
社
内
の
購
買
、
製
造
、

開
発
設
計
の
各
部
門
か
ら
の
見
解
と
合
わ
せ

て
、
お
客
様
に
提
案
を
行
う
。
そ
れ
が
製
品

の
次
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
信
頼
性
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
同

社
の
設
計
製
造
製
品
だ
け
で
は
な
く
、
他
製

品
に
も
修
理
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
し
て
提
案

し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。 

　
50
周
年
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
よ
り
一
層
の
成

長
を
目
指
す
東
邦
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
と
、

今
後
の
「
三
日
月
」
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

Nijiriguchi
http://www.tohosystem.jp
〒576-0017　大阪府交野市星田北１-34-10
Phone：072-892-0100　Mobile：090-4493-5811

東邦システム株式会社 代表取締役 西田　輝 氏

電
子
機
器
製
造
業
か
ら
飲
食
業
に
参
入

コ
ロ
ナ
禍
で
も
異
例
の
挑
戦

西田 輝社長

▲製造した集積回路▲創作和食店「三日月」

▲店主と三日月のお弁当

▲手仕事の生産ライン

▲丁寧に手で仕上げられる製品
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寛
政
期（
1
7
8
9
～
1
8
0
0
）、
京
街

道
筋
の
坂
村（
現
在
の
牧
野
阪
）に
文
化
の
大

き
な
花
が
咲
く
。
東
西
の
都
市
の
文
化
を
運

ぶ
京
街
道
が
通
り
、
村
に
、
そ
の
文
化
を
受

容
し
、
発
展
さ
せ
る
先
進
的
な
人
々
が
い

た
。
そ
れ
が
当
時
の
坂
村
で
あ
っ
た
。
こ
ん

な
文
化
の
風
土
は
ど
の
よ
う
に
し
て
築
か
れ

た
の
か
。
発
端
は
和
歌
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ

た
。
科
学
者
の
よ
う
な
三
浦
蘭
阪
、
才
能
と

教
養
に
あ
ふ
れ
た
水
野
家
代
官
、
岡
田
本
房
、

文
学
史
に
残
る
「
紀
行
文
」
を
刊
行
し
た
そ

の
妻
、
岡
田 

逸
、
個
性
あ
ふ
れ
る
人
々
が
、

サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
活
躍
し
た
の
が
坂
で

あ
っ
た
。

◇
文
化
先
進
地
、
坂

寛
政
改
革
の
中
で
、
幕
府
、
学
問
所（
昌
平

黌
）に
お
い
て
、
朱
子
学
だ
け
で
は
な
く
、
商

品
生
産
、
流
通
発
展
に
役
立
つ
学
問
の
展
開

や
実
践
が
図
ら
れ
た
。
各
藩
も
、
優
秀
な
藩

士
を
昌
平
黌
に
派
遣
し
た
。
藩
士
が
、
各
地

に
諸
知
識
を
持
ち
帰
り
、
藩
校
、
郷
学
校
な

ど
を
通
じ
、
各
地
に
広
げ
た
。
京
街
道
が
こ

ん
な
各
地
の
情
報
を
坂
へ
運
ん
で
き
た
の
だ
。

こ
の
時
期
、
都
市
は
も
ち
ろ
ん
、
農
村
で

も
、
生
活
や
奉
公
に
役
立
つ
読
み
書
き
、
そ

ろ
ば
ん
を
学
ぶ
者
が
増
え
、
学
問
へ
の
重

要
度
が
高
ま
る
。
町
や
農
村
に
「
素
読（
そ

ど
く
）＝
古
文
、
漢
文
の
文
字
面
を
声
を
出

し
て
読
む
こ
と
」
を
教
え
る
「
手
習
所
」
や
、

読
み
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
る
「
寺
小

屋
」
が
激
増
す
る
。
さ
ら
に
専
門
知
識
を

教
授
す
る
「
私
塾
」
も
増
え
る
。
枚
方
で
も
、

幕
末
に
は
寺
小
屋
が
41
あ
っ
た
と
い
う
。
さ

ら
に
「
私
塾
」
も
で
き
、
漢
学
、
和
算
、
天

文
学
な
ど
の
諸
科
学
を
教
え
た
。
副
読
本

「
郷
土
枚
方
の
歴
史
」（
枚
方
市
）で
は
、
中
宮

村
の
南
明（
な
ん
め
い
）堂
、
坂
村
の
岡
田
家
、

同
じ
く
坂
村
の
言
順
堂
を
挙
げ
て
い
る
。

南
明
堂
―
―
中
島
三
佳
著
「
東
海
道
枚
方

宿
と
淀
川
」
に
お
い
て
、
享
保
期
、
河
内
地

方
唯
一
の
私
塾
兼
寺
小
屋
と
さ
れ
、
塾
生
は

農
民
を
中
心
に
、
河
内
、
摂
津
、
大
坂
三

郷
、
京
都
に
及
ん
だ
、
と
し
て
い
る
。
享
保

４
年（
1
7
1
9
）、
医
師
行
田（
な
め
た
）義

斎
に
よ
っ
て
中
宮
村
で
創
設
。
明
治
５
年

（
1
8
7
2
）ま
で
、
４
代
続
き
、
入
塾
者
は

約
３
千
人
を
数
え
た
。
南
明
堂
を
訪
れ
た
人

の
寛
政
期
の
名
簿
に
は
、
坂
村
の
医
師
三
浦

玄
純（
三
浦
家
第
二
十
六
代
春
道
、
又
は
第

二
十
七
代
義
方
か
）の
名
前
が
あ
る
。
交
流

が
あ
っ
た
の
だ
。
行
田
家
の
墓
所
が
あ
る
禁

野
・
中
宮
共
同
墓
地
内（
禁
野
本
町
１
丁
目
）

に
「
行
田
家
と
南
明
堂
の
碑
」
と
刻
ん
だ
顕

彰
碑（
中
島
三
佳
氏
撰
文
）が
建
立
さ
れ
て
い

る
。（
写
真
参
照
、
バ
ス
停
、
市
立
ひ
ら
か
た

病
院
前
下
車
、
南
へ
５
分
、
共
同
墓
地
の
中

程
、
丘
上
）

岡
田
家
―
―
―
一
宮
神
社（
片
埜
神
社
）祀

官
岡
田
本
房
の
と
き
、
漢
詩
、
詩
歌
を
教
授

言
順
堂
―
―
―
医
師
で
あ
る
三
浦
家
第

三
十
代
玄
道（
第
二
十
八
代
蘭
阪
か
ら
二
代

あ
と
）が
、
医
業
の
傍
ら
、
幕
末
近
く
に
坂

村
で
創
設
し
た
私
塾
で
あ
る
。

農
村
で
も
、
余
裕
が
あ
る
人
は
俳
諧
、
狂

歌
、
和
歌
な
ど
を
嗜
み
、
小
説
な
ど
を
取
り

寄
せ
、
生
け
花
、
書
画
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

俳
句
や
和
歌
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
、
師
匠
を

招
き
、
句
会
を
開
き
、
相
互
に
交
流
、
句
集

な
ど
を
刊
行
し
た
。
こ
う
し
た
農
村
文
化
の

波
が
、
寛
政
期
、
京
街
道
筋
、
坂
村
に
及
ん

だ
の
だ
。
坂
村
は
、
18
世
紀
末
、
文
化
人
を

輩
出
し
、
枚
方
で
も
ま
れ
に
見
る
文
化
先
進

地
だ
っ
た
。

◇
和
歌
サ
ー
ク
ル
が
先
駆
け

船
橋
村
、
二
ノ
宮
神
社
の
祀
官
は
、
近

世
を
通
じ
て
井
上
家
で
あ
っ
た
。
享
保
以
降

の
祀
官
、
井
上
桐
亭（
1
7
0
5
～
６３

）は
、

詩
歌
に
優
れ
て
い
た
。
そ
の
没
後
、「
桐
亭

遺
稿
」
が
刊
行（
1
7
7
3
）さ
れ
、
作
風
は

雅
尚
、
風
流
に
満
ち
て
い
た
と
い
う
。
桐
亭

の
嗣
子
、
金
橋（
き
ん
き
ょ
う
︶︵
1
7
3
2
～

８５

）も
、
祀
官
を
務
め
、
楠
葉
の
放
上
川
に

か
か
る
金
橋（
こ
が
ね
ば
し
）に
ち
な
ん
で
名

乗
っ
た
。「
河
内
名
流
伝
」
で
は
―
―
―
人

と
為
り
風
逸
、
洒
落
―
―
―
時
に
貴
紳
の
門

に
入
り
、
時
に
野
客
の
廬
に
過
ご
す
、
―
―

―
酒
を
酌
み
詩
を
吟
ず
―
―
―
、
と
さ
れ
た
。

父
子
共
に
、
詩
歌
に
優
れ
、
享
保
期

（
1
7
1
6
～
３５

）か
ら
天
明
期（
1
7
8
1

～
８８

）に
か
け
て
活
躍
し
た
。
特
に
、
金
橋

は
、
天
明
５
年（
1
8
8
5
）ま
で
生
き
、
寛

政
期（
1
7
8
9
～
1
8
0
0
）の
坂
村
の

文
化
サ
ー
ク
ル
を
構
成
し
た
三
浦
義
方（
金

橋
と
ほ
ぼ
同
年
代
）や
若
き
日
の
蘭
阪
、
岡

田
本
房
ら
に
影
響
を
与
え
た
。
昭
和
46
年

（
1
9
7
1
）に
確
認
さ
れ
た
、
二
ノ
宮
神
社

の
奉
納
歌
4
3
5
通
、
奉
納
者
47
名
に
つ

い
て
、
内
1
3
5
通
が
金
橋
の
作
で
あ
る
が
、

そ
の
他
に
義
方
11
通
、
蘭
阪
３
通
、
本
房
30

通
と
い
う
。
お
そ
ら
く
金
橋
が
交
流
し
た
坂

村
を
は
じ
め
と
す
る
和
歌
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

ろ
う
。

船
橋
村
か
ら
、
船
橋
川
沿
い
に
、
す
ぐ
京

街
道
で
あ
る
。
大
坂
側
へ
下
れ
ば
坂
村
、
本

房
の
い
る
一
宮（
今
の
片
埜
神
社
）は
、
京
街

道
か
ら
至
近
で
あ
る
。
ま
さ
に
身
軽
な
金
橋

が
、
祀
官
仲
間
で
も
あ
り
、
し
か
も
文
学
の

素
養
が
あ
る
本
房
を
訪
ね
、
楽
し
い
和
歌
づ

く
り
の
話
を
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
こ

れ
は
想
像
で
あ
る
が
、
和
歌
に
達
者
な
金

橋
を
師
匠
に
、
若
き
本
房
、
蘭
阪
と
そ
の
父 

義
方
ら
の
交
流
が
深
ま
り
、
和
歌
サ
ー
ク
ル

が
で
き
、
や
が
て
金
橋
が
発
起
人
と
な
り
、

作
歌
向
上
を
祈
願
し
、
二
ノ
宮
神
社
に
奉
納

し
た
の
だ
ろ
う
。
金
橋
の
亡
く
な
る
天
明
５

年
ま
で
の
間
で
あ
る
。

◇
寛
政
期
、
坂
村
の
多
彩
な
人
材

和
歌
奉
納
の
効
果
も
あ
っ
た
の
か
、
和
歌

を
も
と
に
発
展
し
た
坂
村
の
文
化
サ
ー
ク
ル

は
寛
政
期
に
最
盛
期
と
な
る
。
金
橋
亡
き
あ

と
、
三
浦
義
方
や
、
三
浦
蘭
阪
、
岡
田
本
房
、

そ
の
妻
、
逸（
い
つ
）ら
が
大
い
に
活
躍
す
る
。

三
浦
義
方
―
―
―
坂
村
の
医
師
、
三
浦

家
第
二
十
七
代
玄
純
と
も
い
い
、
春
道（
第

二
十
六
代
）の
養
子
で
あ
る
。
医
名
は
高
く
、

和
歌
、
詩
文
に
優
れ
、
研
究
熱
心
で
、
金
橋

か
ら
、
ま
た
、
本
房
か
ら
も
古
今
伝
授
関
連

の
書
を
借
り
、
書
写
し
て
い
る
。
義
方
死
後
、

蘭
阪
に
よ
っ
て
、
義
方
歌
集
「
か
す
み
百

首
」
が
刊
行
さ
れ
る
。

三
浦
蘭
阪（
ら
ん
ぱ
ん
）―
―
―
義
方
の
養

子
、
第
二
十
八
代
義
徳
。
三
浦
家
は
、
淀
藩

主
永
井
尚
政
の
子 

尚
庸（
な
お
つ
ね
）が
領

地
分
与（
二
万
石
）を
受
け
、
渚
を
領
し
、
御

殿
山
に
陣
屋
を
置
い
た
と
き
、
鎌
倉
三
浦
家

の
後
裔
で
あ
っ
た
と
い
う
三
浦
定
道（
三
浦

家
第
二
十
四
代
）が
仕
官
、
随
従
、
領
内
渚

に
居
住
し
た
。
そ
の
養
子
、
第
二
十
五
代
秀

道
は
、
大
坂
で
医
業
を
学
び
、
尚
庸
に
仕

え
る
。
尚
庸
の
関
東
移
封
の
頃
、
禄
を
離
れ

る
。
京
都
で
開
業
し
、
医
業
を
継
い
で
い
た

第
二
十
六
代
春
道
と
と
も
に
坂
村
に
移
住
し
、

開
業
、
定
住
す
る
。
時
期
は
、
正
徳
２
年

（
1
7
1
2
）ま
で
と
さ
れ
、
蘭
阪
は
そ
の
後

裔
で
あ
る
。
母
は
春
道
の
娘
。
定
住
の
地
は
、

平
成
19
年（
2
0
0
7
）、
三
浦
家
か
ら
市
に

寄
贈
さ
れ
、「
ら
ん
ぱ
ん
公
園
」
と
な
っ
て

い
る
。（
写
真　
牧
野
阪
３
丁
目
に
あ
る
「
ら

ん
ぱ
ん
公
園
」）

蘭
阪
は
酔
古
堂
と
も
称
し
た
。
義
方
に
医

業
を
学
び
、
さ
ら
に
本
草
学
を
、
小
野
蘭
山

に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
蘭
阪
と
名
乗
っ
た
。

医
学
は
も
ち
ろ
ん
、
学
識
は
多
分
野
に
及
ん

だ
。
畿
内
一
円
に
研
究
は
及
び
、
特
に
博
物

学
に
通
じ
、
考
古
学
で
は
、
金
石
文
の
著
書

が
多
数
あ
る
。
な
か
で
も
著
名
な
書
と
し
て
、

河
内
の
金
石
文
の
目
録
と
解
題
「
川
内
せ
っ

古
小
識
」
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、「
仁
明
天

皇
外
祖
母
田
口
氏
の
墓
」（
田
口
）小
山
墓
の

実
在
性
を
、
想
起
さ
せ
る
石
造
り
骨
蔵
器
の

実
測
図
を
残
し
て
い
る
。

多
才
な
蘭
阪
が
加
わ
る
こ
と
で
、
坂
の
文

化
サ
ー
ク
ル
は
、
範
囲
、
密
度
と
も
濃
い
集

い
が
重
ね
ら
れ
た
。
蘭
阪
の
屋
敷
か
、
そ
れ

と
も
一
宮
か
、
御
殿
暮
ら
し
の
経
験
の
あ
る

逸
の
美
味
し
い
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
の
集

い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

岡
田
本
房
―
―
―
蘭
阪
よ
り
15
年
早
く
生

ま
れ
、
識
見
高
く
、
サ
ー
ク
ル
の
要
で
あ
っ

た
。
三
男
で
あ
っ
た
た
め
、
若
く
し
て
坂
村

の
領
主
、
旗
本
水
野
家（
五
千
七
百
石
）に
仕

え
、
江
戸
詰
め
の
後
、
35
歳
で
家
老（
旗
本

三
家
老
の
ひ
と
り
）と
な
る
。
そ
の
後
、
帰

郷
し
、
大
和
、
近
江
、
河
内
に
散
在
す
る
水

野
家
領
を
管
理
す
る
坂
の
陣
屋
代
官
と
な
る
。

上
嶋
村
か
ら
坂
村
へ
の
陣
屋
の
移
転
に
も

か
か
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
兄
二
人
の
死

後
、
一
宮
神
社
祀
官
を
兼
務
し
た
。
博
学
多

才
、
経
、
史
、
詩
文
、
歌
学
に
優
れ
て
い
た
。

そ
の
学
問
は
常
に
、
代
官
と
し
て
の
職
分
に

か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
修
身
の
道

「
岡
氏
家
訓（
寛
政
２
年
）」「
同
後
編（
寛
政
３

年
）」
を
著
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
水
野
家

の
当
主
の
お
褒
め
に
預
か
っ
た
そ
う
だ
。
同

神
社
一
の
鳥
居
そ
ば
に
あ
る
「
一
宮
神
社
碑
」

（
寛
政
９
年
）は
、
本
房（「
皐
」
と
記
す
）の
文

章
で
、
旧
枚
方
市
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

岡
田 

逸
―
―
―
京
都
の
人
、
才
媛
。
和

歌
を
極
め
、
花
山
院
女
公
子
に
仕
え
、
そ
の

嫁
ぎ
先
で
あ
る
松
前
藩
主
の
領
地
、
松
前
へ

侍
女
と
し
て
同
行
し
た
。
女
公
子
の
亡
き
あ

と
、
松
前
か
ら
京
都
へ
帰
京（
1
7
7
7
）

し
た
。
そ
の
紀
行
文
「
於
く
の
あ
ら
海
」

は
、
和
歌
61
首
を
含
む
名
文
と
さ
れ
る
。
後

に
岡
田
本
房
の
妻
と
な
り
、
賢
婦
と
称
さ

れ
、「
一
の
み
や
の
記
」
を
記
し
て
い
る
。

和
歌
の
才
を
も
っ
て
、
文
化
サ
ー
ク
ル
に

も
加
わ
っ
て
い
た
と
想
像
す
る
が
、
そ
の

仲
間
の
勧
め
も
あ
っ
た
の
か
、
寛
政
２
年

（
1
7
9
0
）に
紀
行
文
「
於
く
の
あ
ら
海
」

を
刊
行
し
た
。
世
に
「
土
佐
日
記
」
に
劣
ら

ず
、「
十
六
夜
日
記
」
を
凌
ぐ
と
称
賛
さ
れ

た
。
大
正
時
代
、
幸
田
露
伴
校
訂
の
「
文
藝

叢
書
」
の
「
紀
行
文
編
」
に
採
録
さ
れ
た
そ

う
だ
。
枚
方
市
史
第
３
巻
に
要
約
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

◇
経
済
的
な
き
っ
か
け
も

旗
本
水
野
家
の
陣
屋
が
、
本
房
の
尽
力
で

坂
村
に
移
さ
れ
、
本
房
が
代
官
と
な
る
。
そ

れ
以
前
か
ら
、
医
業
を
営
み
、
裕
福
な
三

浦
家
が
水
野
家
の
御
用
金
の
工
面
を
行
う
、

「
台
所
仕
送
役
」
に
任
じ
ら
れ
て
き
た
経
過

か
ら
、
水
野
家
の
金
策
が
機
縁
と
な
っ
て
、

本
房
と
蘭
阪
の
親
交
が
深
ま
っ
た
と
、
馬
部

隆
弘
先
生（
元
市
史
史
料
調
査
専
門
員
、
現
、

大
阪
大
谷
大
学
准
教
授
）が
説
い
て
お
ら
れ

る
。
水
野
家
の
「
仕
送
役
」
は
３
家
あ
り
、

三
浦
家
は
、
坂
村
に
移
住
し
て
き
た
春
道
の

時
代
か
ら
80
年
以
上
、
こ
れ
に
当
た
っ
て
き

た
。
陣
屋
の
地
元
と
な
っ
た
三
浦
家
が
、
御

用
金
を
用
立
て
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
旗
本
領
地
は
、
点
在
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
近
畿
方
面
の
領
地
を
管
轄
す
る
た
め
、

交
通
至
便
の
京
街
道
筋
近
く
に
陣
屋
を
置
く

家
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

（
参
考
、「
枚
方
市
史
第
３
巻
」「
枚
方
市

史
別
巻
」「
旧
枚
方
市
史
」「
郷
土
枚
方
の
歴

史
」
枚
方
市
、「
東
海
道
枚
方
宿
と
淀
川
」

中
島
三
佳
著
「
幕
末
か
ら
維
新
へ
」
岩
波
新

書
「
三
浦
家
文
書
の
調
査
と
研
究
」
大
阪
大

学
大
学
院
日
本
史
研
究
室
・
枚
方
市
教
委
）

行田家と南明堂の碑

らんぱん公園

坂
に
、
文
化
の
花
が
咲
く

個
性
あ
ふ
れ
る
人
々
が
活
躍

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

京
街
道
編

North Notes of Historia
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令
和
３
年
度 

加
藤
会
長
年
度
の

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
、
各
委
員
長

に
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

岩
川
く
ん
：
令
和
３
年
度
総
務
委
員

長
を
引
き
受
け
た
当
時
は
、
北
大
阪

Y
E
G
の
組
織
や
手
法
な
ど
何
一
つ

わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
の
で
、
提

案
書
の
書
き
方
な
ど
覚
え
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
苦
労
し
ま
し
た
。
総

務
委
員
会
と
し
て
ま
ず
は
、
定
時
総

会
を
緊
急
事
態
宣
言
中
で
あ
っ
た
た

め
最
少
限
の
人
数
で
開
催
し
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
い
た
だ
き
な

が
ら
無
事
に
定
時
総
会
を
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
臨
時
総
会

で
は
、
定
時
総
会
の
経
験
を
活
か
し
、

何
事
も
な
く
無
事
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
に
卒
業
式
を

開
催
し
、
卒
業
生
の
た
め
に
、
そ
し

て
令
和
４
年
度
に
繋
げ
る
た
め
に
も

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
頑
張
り
ま

す
。
今
年
一
年
、
頼
り
な
い
委
員
長

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
加
藤
会
長
、

橘
内
専
務
理
事
、
三
好
副
会
長
、
西

岡
室
長
、
津
熊
副
委
員
長
、
西
島
副

委
員
長
、
神
原
副
委
員
長
、
そ
し
て

総
務
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
支
え
て
い

た
だ
け
た
事
で
委
員
長
が
務
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
、
勉

強
に
な
り
一
社
会
人
と
し
て
成
長
出

来
た
一
年
で
し
た
。
委
員
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

境
田
く
ん
：
令
和
３
年
度
広
報
委
員

会
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重

な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
関
係
は
得
意
分
野
だ
か

ら
余
裕
で
出
来
る
だ
ろ
う
」
と
引
き

受
け
た
広
報
の
担
い
で
し
た
が
、
全

く
余
裕
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！（
笑
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
毎
月
の
青
翔
・
部
内
報
・
11
月

度
例
会
と
盛
り
沢
山
な
事
業
は
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
・
副
委
員
長
・
室

長
・
副
会
長
の
助
け
が
な
い
と
乗
り

切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
時
世

の
変
化
に
振
り
回
さ
れ
た
１
年
で
、

そ
の
苦
労
も
ト
ラ
ブ
ル
も
今
と
な
っ

て
は
い
い
思
い
出
で
す
が
、
リ
ア
ル

で
の
活
動
に
制
限
を
か
け
ざ
る
を
得

ず
、Zoom

で
の
委
員
会
開
催
の
方

が
多
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
。
せ
っ

か
く
一
緒
の
委
員
会
に
な
っ
た
の
で

も
っ
と
和
気
あ
い
あ
い
に
盛
り
上
げ

た
か
っ
た
で
す
ね
。
反
省
や
勉
強
さ

せ
て
も
ら
っ
た
部
分
は
、
こ
れ
か
ら

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
拙
い
委
員
会
運
営
に

不
安
し
か
な
か
っ
た
で
す
が
、
振
り

向
い
た
ら
付
い
て
き
て
く
れ
て
い
た

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
姿
に
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

吉
村
く
ん
：
事
務
局
長
に
任
命
さ

れ
、
ま
だ
メ
ン
バ
ー
も
決
ま
ら
な
い

中
、
事
務
局
は
２
か
月
で
４
本
の

議
案
を
上
程
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。Z

oom
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
取
り
づ
ら
く
、
初
め
て
の
理
事

会
、
準
備
不
足
で
何
度
も
怒
ら
れ
た

こ
と
が
、
懐
か
し
い
で
す（
笑
）。
委

員
長
と
い
う
役
職
は
、
経
営
者
に

と
っ
て
新
鮮
で
す
。
普
段
、
意
思
決

定
す
る
立
場
な
の
で
、
企
画（
上
程
）

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
ー
、
こ
う
い
う
言
い
方
す
る
と
良

く
な
い
な
」「
優
先
順
位
付
け
が
な
い

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
な
る
の

だ
な
」
な
ど
、
思
い
返
す
こ
と
が
多

く
、
視
点
が
変
わ
る
こ
と
で
気
づ
い

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
番
の

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
切

会
え
て
い
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
も
、

リ
ア
ル
に
会
え
て
か
ら
は
行
き
詰
っ

た
時
に
大
い
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
副
委
員
長
に
至
っ
て
は
、
休
日

で
も
リ
モ
ー
ト
で
意
見
頂
け
た
こ
と

は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
１

年
を
通
じ
て
、
貴
重
な
機
会
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
川
く
ん
：
令
和
４
年
度
に
向
け
て

の
北
大
阪
主
管
の
喜
多
大
阪
全
国
会

長
研
修
会
の
準
備
を
行
う
委
員
会
で

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
北
大
阪
単
会

に
Ｚ
Ｋ
Ｋ
の
魅
力
を
浸
透
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
と
、
一
年
間
を
振

り
返
り
感
じ
ま
す
。
全
国
会
長
研
修

会
ら
し
い
10
月
例
会
を
Ｚ
Ｋ
Ｋ
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
設
え
、
枚
方
市
総
合

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
リ
ア
ル
開
催

が
で
き
た
こ
と
が
、
今
で
も
忘
れ
て

な
い
ぐ
ら
い
の
印
象
が
あ
り
、
良
い

経
験
で
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

の
主
管
地
の
第
39
回
茨
城
つ
ち
う
ら

の
会
議
の
現
地
視
察
を
北
大
阪
メ
ン

バ
ー
と
共
に
参
加
し
、
現
地
で
北
大

阪
メ
ン
バ
ー
の
笑
顔
や
集
団
行
動
を

す
る
こ
と
で
親
近
感
が
湧
き
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
の
愉
し
さ
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
最
後
に
担
当
事
業
の
第
40
回

香
川
た
か
ま
つ
全
国
大
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
に
な
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
新
し
い
ス
タ

ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

の
喜
多
大
阪
全
国
会
長
研
修
会
の
成

功
を
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
し
て
、
北
大

阪
単
会
メ
ン
バ
ー
で
盛
り
上
げ
、
形

に
残
る
思
い
出
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
、

今
後
の
目
標
と
い
た
し
ま
す
。

山
本
く
ん
：
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
支

え
続
け
ら
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
北
大
阪
は
会
員
数

が
全
国
１
位
の
規
模
と
な
り
、
今
年

度
は
今
年
度
し
か
な
い
メ
ン
バ
ー
で

事
業
を
と
も
に
達
成
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
メ

ン
バ
ー
と
は
あ
ら
た
な
絆
が
生
ま
れ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会
で
は
５
月

と
２
月
に
例
会
を
受
け
持
ち
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ど
ち
ら
も
直
前
で
の
緊

急
事
態
宣
言
と
な
り
、
リ
モ
ー
ト
を

利
用
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
と

は
大
き
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
リ
ア
ル
で
交
流
で

き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
非
常
に

残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
度
は
間
も
な
く
終
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
交
流
は
令

和
３
年
度
に
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会

を
経
験
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に

よ
っ
て
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
最
後
に
、
理
事
と
し
て

北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
の
一
頁
に
立

ち
合
い
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
委
員
長

を
受
け
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
日
が

来
る
？
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

２
ヶ
月
に
渡
っ
て
お
届
け
し
た
委

員
長
の
１
年
の
振
り
返
り
で
し
た
。

令
和
３
年
度
加
藤
丸
は
こ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
難
し
い
荒
波
の
中
、
晴

れ
て
無
事
着
岸
さ
れ
ま
し
た
！
令
和

４
年
度
柿
丸
丸
の
華
々
し
い
出
航
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
令
和
３
年
度

の
青
翔
を
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
令
和
３
年
度
広
報
委
員
会
一
同

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

一
年
を
振
り
返
っ
て 

〜
後
編
〜
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総務委員会　委員長
岩川芳明くん

ビジネス交流委員会
委員長　山本祐一郎くん

ZKK準備委員会　委員長
　西川　毅くん

広報委員会　委員長
境田剛士くん

事務局　事務局長
吉村健二くん

令和4年5月14日（土）
枚方市総合文化芸術センター
（関西医大 大ホール）

橋下 徹氏
﹇
講
師
﹈

基調
講演

■募集：事前予約のみ（７００名）
※北大阪YEGメンバー・OB会メンバー各位はAT及び一斉同報にて
　専用のQ Rコードを配信致します。

■募集期間：
令和4年4月11日（月）10時～5月6日（金）16時
※募集席数が満席になり次第締め切らせていただきます。

■参加登録料：無料

地域の発展
　～私たちの携わり方～

テーマ

北大阪商工会議所青年部40周年記念事業
の
う
ど
う

そ
う
け
い

～目指すは『地域最強企業団』自らが動き繋がりを創ろう～

感謝・絆・愛・未来への決意を胸に！！

※募集席数が満席になり次第締め切らせていただきます。
※予約確認のメールをご返信させていただきます。当日入場には予約確認のQRコードが必要になります。
※複数席をお申込みの場合、入場は来場者全員がお揃いになってからの入場となります。
※開催日5月1日以降で発熱、下痢、倦怠感などコロナ感染症が疑われる方は入場できません。
※参加者は基本的なコロナ感染対策（マスク着用、消毒他）を徹底いただき、感染拡大の防止にご協力ください。
※当日係の指示に従っていただけない方は、会場から退出いただく場合がございます。
※座席は当日案内される場所にお座りください。※自由席ではありません。一人で数席の座席確保はできません。

登録方法など詳細はこちら
（北大阪YEG及びOB会メンバー除く）

お問合せは右記メールまで→ kitaosaka.yeg.40th@gmail.com

会員のみならず、
どなたでもご予約できます！



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集
LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！是非ご活用ください！ 地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!

プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosaka

ランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

名　　称　カミタケモータース 
住　　所　〒573-0005 枚方市池之宮２-30-６
電話番号　072-849-8111

全国トップクラス！豊富な販売実績！
展示場には新型車・人気車が常時300台以上!!実際に乗って触れて体感しなが
らお選びいただけます。各メーカーの安全性能の違いやボディのカラーバリ
エーションも一度に比較できます！長く安心してお乗りいただきたいので、カ
ミタケ独自の安心を詰め込んだ保証を開発しました。カミタケには整備や事故
対応の専任者がいますので、何でもお気軽にご相談ください。また、交野市
駅の目の前にある「エコレンタカー」も、是非ご利用ください。料金も格安！
ちょっとしたお出かけの短時間利用からレンタルいただけます。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
キャンペーン情報やお得な情報をニュース掲載しています。また、
カミタケの数ある自慢話も今後、掲載していきます。
また、YouTube Kamitake Channel 「カミタケチャンネルで検索」！
是非、御覧ください。
https://www.youtube.com/channel/UCcKhxPncuXRB8w6l0Ccv7Lg
-----‌�カミタケモータース 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 カミタケモータース  〜
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枚方市尊延寺899-2

建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され55年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

〒573-0152 大阪府枚方市藤阪中町11-30-103
TEL:072-850-3774　  FAX:050-3737-5016
E-mail:customer@nanpu-es.co.jp
HP:http://www.nanpu-es.co.jp/

建設業の許可　管工事業　大阪府知事許可（般-29）　第149150号　第一種フロン類充填回収登録事業者　大阪府知事　第3714号

光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！

省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を

株式会社楠風エナジーシステム

□ 省エネルギー診断
□ ヒートポンプシステムの設計・施工
□ 冷凍・冷蔵設備の設計・施工
□ 排熱・太陽熱システム設計・施工
□ 氷蓄熱・給湯システム設計・施工

〈
事
業
内
容
〉

千葉県市原刑務所
国立神戸視力障害センター

● 簡易省エネルギー診断実績 ●
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00
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Trivia

令和４年４月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　ヒトの壁	 養 老 孟 司 著(新潮社　 ¥858)

2 位　激動　日本左翼史	 池 上 　 彰 ・ 佐 藤 　 優 著
(講談社 ¥1,012)

3 位　教養としての金融危機	 宮 崎 成 人 著(講談社　 ¥968)

4 位　人新世の資本論	 斎 藤 幸 平 著(集英社 ¥1,122)

5 位　孤独の宰相	 柳 沢 高 志 著(文芸春秋 ¥1,760)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.57

2.16
2.29

2.5
2.7
2.9
3.1

R４.１月12月11月10月９月R３.８月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.70

1.20
1.15

1.41.4

1.6

1.8

2.0

R４.１月12月11月10月９月R３.８月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（１月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市397,407

190,440 206,967
182,993

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市228,945

110,502 118,443 111,509

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,401

36,977 40,124
32,961

2022年２月12日～ 2022年２月18日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


